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あらまし：現在，ビッグデータ分析と活用を通じて大学の教員と学生および企業や行政が連携して農産物

の販路拡大，観光地集客，高齢者の健康増進・医療連携，中心市街地の活性化課題等の改善案を創出する

教育展開を検討している．本稿では，ビッグデータ分析と活用の基本的な学習手順と教育環境システムの

環境について述べる． 
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1. はじめに 

ビッグデータ分析活用は，その情報処理基盤やク

ラウドの利用環境の普及，ベンダーや SI による大学

の講義支援（2012の EMCジャパンと立教大学，2013

の NEC と会津大学の例等）によって，その大学にお

ける実践的な授業展開が可能となりつつある． 

そのようなビッグデータ分析活用で解を見出した

い課題の例として，農産物の販路拡大，高齢者の健

康増進・医療連携，中心市街地の活性化，観光地集

客などが挙げられる． 

大学が地域の企業や行政とともに近未来を真剣に

考え，既存の価値観や枠組みを超えて想定外の領域

でビジネスイノベーションを創造することが求めら

れている課題である． 

本稿では，商学部の情報系学生を対象とするビッ

グデータの分析活用の基本的な学習手順と現在準備

中の ICT 教育システム環境について述べる． 

 

2. ビッグデータで得られる知見や効果 

 ビッグデータとは，議論は百出で明確な定義は定

まっていないが，概して「事業に役立つ知見を導出

するため」のデータであり，典型的なデータベース

システムでは格納・検索・共有・分析・可視化が困

難なデータで，非構造なものを含む，多様，容量が

膨大，高解像度，生成処理と処理速度の特徴を持つ

データのことをいう． 

 ビッグデータ分析の知見には，既存の事例から，

(1)現状や実績の把握，(2)変化の検出，(3)原因の仮説，

(4)未来の予測の 4つに集約できる． 

 (1)現状や実績の把握とは，人口分布や交通状況，

過去 5 年の株取引内容，現在の電気使用量などの情

報から「何が起きたか」を明らかにするものである．

(2)変化の検出とは，つぶやき数の上昇や下降傾向，

Web サイトのアクセス速度の変化，脈拍や血圧の変

化の検出等「何が変わったか」を可視化するもので

ある．(3)原因の仮説とは，今まで気づかなかった原

因と結果の関係について「なぜ起きたのか」を精度

の高い知見を導出するものである．(4)未来の予測で

は， 実績値をもとに，今後起きうる現象を予測する．

例えば，つぶやき，取引状況，経済状況から株価を

予測するなどがこれにあたる．未来予測ではより高

度なデータ分析が必要なため，データ分析の専門家

や高度な分析ツールの利用も必要となる． 

 このビッグデータ活用の効果については，表 1 ビ

ッグデータ活用の効果に示すように顧客満足度の向

表 1 ビッグデータ活用の効果 

 

表 2 ビッグデータ目的設定からシナリオ検証 
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上など 5 点に集約することができる． 

 

3. ビッグデータ分析活用の学習プロセス 

ビッグデータの分析活用には，情報処理基盤や解

析手法についての知見が必要であるが，それ以前に，

適用する業界や事業を知り，何よりもデータ解析を

する目的を把握した上で仮説を立て，データから導

いた最適化プロセスを実務に落とせるようにしなけ

ればならない。  

表 2 は，ビッグデータの分析の目的設定からシナ

リオ検証までのプロセスを観光地集客の例で示して

いる．検証で用いられるツールはシステム環境によ

り選択が必要となる．表 3 では，データの生成から

分析までの学習すべき技術を示している．表 4 には，

各分析手法とその特徴を示している．表のクラスター

分析の前(検定)まではいわゆる EXCEL の関数など

を用いた統計分析である．ビッグデータの分析では

クラスター分析以降の高度な分析手法が必要となる． 
 

4. ビッグデータシステム環境 

表 5 に，使用するビッグデータ活用を支える基本

技術を示す．今回の教育環境は， NoSQLには Hbase， 

MongoDB を使い，クラウドデータベースベースで利

用する．また図１に，ビッグデータ処理と基盤技術

の関係を示す． 

NoSQL のシステム構築には，Hbase， MongoDB

等を研究者アカウントのあるデータセンターのサー

バの仮想マシン上に数台を用意する．学生は PC 端

末から UltraVNC ソフトウエアを使いデータセンタ

ーのデータベースにリモート接続し，それらをクラ

ウド環境で使用する． 

 

5. まとめ 

本稿では， 大学・行政・企業が連携して地域活性

化の課題解決に取り組むためのビッグデータ分析と

活用手順，およびそのための教育環境システムにつ

いて述べた．そのシステムでは，(1)地域のビジネス

課題をビッグデータの分析の活用の対象として取り

組むために目的を明確にして再構成すること，(2)ビ

ッグデータ分析，統計モデルの作成のために EXCEL

の統計分析を学習し，適切な分析レポートをビジュ

アル化すること，(3)情報処理基盤とハードやソフト

の長所と短所を理解することなどに重点を置くこと

などが要求される．なお，この教育環境システムは，

工学系でない学生が情報基盤やビッグデータの分析

手順を理解しやすいようにできるだけ簡易な設計に

していきたいと考えている． 
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表 3 データの生成から分析 

 

表 4 各分析手法とその特徴 

 

表 5 システム構成とビッグデータの基盤技術 

 

 
図 1 ビッグデータ処理と基盤技術の関係 

（出典：河合 2012p103） 
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